
 
６６ 

２．景観施策の実施方針 

 

（１）景観形成の実施方針 

今後の岡山市の景観形成の役割を担う、市民・事業者・行政が、岡山市全域で様々な景観形成

の取り組みを展開していく上で、本基本計画は岡山市における景観の総合計画（マスタープラン）

となるものであり、景観形成の取組みは、個別ばらばらで行うのではなく、三者が一体となって、

目指すべき「おかやまの原風景を活かした景観の創生」に向けて取り組む必要があります。 
よって、良好な景観を形成していくため、「規制誘導による景観形成」、「公共事業による景観

形成」、「市民活動による景観形成」の方向から、それぞれの施策間の連携を保ちながら総合的に

進めていきます。 
なお、景観施策の実施に際しては、景観法による景観計画の決定を中心に、緊急かつ効果的な

施策から先行的に取組んでいきます。図４−２に示す施策は、今後実施する幅広い景観形成の取

組みの中でも、景観形成の要となる施策であり、重点的に短期・中期で実施すべき主要な取組み

です。 

 
 
（２）景観形成の達成目標 

景観形成の施策を取組むにあたり、本計画に示した景観づくりの達成目標を数値化し、市民協

働による景観づくりを展開します。 
 

【景観形成の数値目標】 
 
 
 

 

 

※景観満足度指数（ＬＳＩ:Landscape Satisfaction Index の略）とは・・・ 

岡山市の景観に関する市民意向調査の中で景観満足度を調査し、その結果により定まる数値を景観

づくりの数値目標として定めるものです。 

なお、景観満足度指数（ＬＳＩ）は、岡山市の景観についてどう思うかの評価結果、またその調査

者数に基づき、次のように数値化します。 

 

       

 

景観満足度指数を今後１０年間で１０ポイント向上させます 

Σ

 

良い（＋１） × 調査者数 

普通（＋0.5）× 調査者数   

悪い（±０）  × 調査者数 

               × １００ （％） 

全 調 査 者 数 
L.S.I.＝ 
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図４－２ 景観施策の実施方針図 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

景観条例の制定 ※３ 

景観計画の決定（景観法８条）※１ 

○全市域対象 

・大規模行為の規制 

○特定地区対象 

・後楽園背景保全地区 

・都心軸沿道地区 

・幹線道路沿線 他 

屋外広告物許可基準の改正 

（岡山市屋外広告物条例） 

景観形成ガイドライン ※２ 

（建築物等景観設計指針） 

街なみ環境整備事業 

（歴史的街並みの保全等） 

その他景観整備事業 

おかやまの原風景１００選 

シンポジウム、景観まちづくり賞 

景観まちづくり協定 ※４ 

規制誘導による景観形成 

公共事業による景観形成 

市民活動による景観形成 
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【施策の３つの柱】 【主要な取り組み（案）】 

－短・中期で実施する重点的な施策－ 

※１ 景観計画とは 
景観法に基づいて区域を定め、建築物等の規制・誘導により良好な景観形成を図る法定計画です。 

※２ 景観形成ガイドライン 
景観形成への先導的な役割を担う公共施設整備や建築行為について景観形成の設計指針を策定します。 

※３ 景観条例の制定 

景観形成の取り組み姿勢を明らかにし、景観法を補完する仕組みとして、景観条例を制定します。  

※４ 景観まちづくり協定 
住民主体の景観まちづくりを行なう上で良好な景観形成を図るための「まちづくりルール」です。 


